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1. 目的  

 放射性セシウムの多くは粘土に吸着していることが分かった。さらに、粘土の表面に多く吸着している

ことが予想される。球状の粘土を想定すると、粘土の全放射能は表面積４πｒ２に比例する。一方、粘土

の重さは体積４πｒ３/３に比例する。従って、比放射能は全放射能/重さなので、粘土の半径ｒに反比例す

ることになる。そこで、粘土の粒径別比放射能を調べた。 
2. 方法 

 ふるいによって、粒径別に粘土を分け、粒径 70-100μm と 30μm以下の粘土の比放射能を測定した。  

 

 

図１ 粘土の粒径による分類 

3．結果（平成２３年６月２７日発表） 

表１に、粘土の粒計別の比放射能を示す。70μｍと３５μｍの径の粘土の比放射能は１．の議論から倍

違うことが期待される。実験は１５３/９０＝１．７なので約倍となるので、放射性セシウムは粘土の表面

にかなり一様に着いていることが確認された。 
 

 

表１ 粘土の比放射能の粒径依存度（２０１１年６月２３日測定） 
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